
主
義
を
同
じ
く
す
る
実
あ
る
学
者
―
福
沢
諭
吉

中企庁厚労省ＵＮＤＢ－Ｊ

　Ｎew s Ｐick Ｕp

Ｉ
Ｔ
経
営
銘
柄

今
年
度
も
実
施経産

省

ジ
ェ
ト
ロ
調
査

米加露進出日系企業
課題は為替レート

米金融正常化の影響注視
内閣府・世界経済見通し

「
緩
や
か
な
回
復
」見
込
む

訪日外客数

過
去
最
高
を
更
新

年
間
２
千
万
人
に
迫
る

観光庁

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
支
援

登
録
申
請
の
受
付
開
始

採用活動に関する政府からの主な要請事項
◇就職・採用活動の日程

：　　　〃 　　の６月１日以降
・正式な内定
：　　　〃 　　の月１日以降

◇学生の学修や学事日程に配慮

◇公平・公正で透明な採用の徹底

◇インターシップと称した
広報・採用選考活動の禁止

◇クールビズへの配慮

・広報活動開始
：卒業年度直前の３月１日以降
・採用選考　〃

・土日祝日、夕方以降の時間帯の活用など

◇留学生への配慮
・留学が就職に不利となるという誤解を与えない配慮

・「オワハラ」など職業選択の自由を妨げる行為の禁止

◇成績証明の活用

就活日程見通し

学
事
日
程
に
配
慮
を

政
府
、経
済
団
体
に
要
請

　プラザ　

創
業
者
事
例
集
を
公
開

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
活
躍
推
進
企
業
を
表
彰

生
物
多
様
性
ア
ク
シ
ョ
ン
大
賞
を
決
定

「
里
山
産
業
論
～『
食
の
戦

略
』が
六
次
産
業
を
超
え
る
～

金
丸
弘
美
　
著

中
小
企
業
政
策
の

考
え
方
　北

川
慎
介
　
著

福
沢
諭
吉
（
渋
沢
史
料
館
蔵
）

　
こ
こ
３
回
ほ
ど
実
業
家

か
ら
の
書
簡
紹
介
が
続
き

ま
し
た
が
、
渋
沢
栄
一
の

も
と
に
は
文
化
人
と
称
せ

ら
れ
る
人
々
か
ら
も
多
く

の
書
簡
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
か
ら
は
そ
の

分
野
の
人
々
か
ら
の
書
簡

に
目
を
向
け
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す

る
の
は
、
１
８
９
３
（
明

治

）
年

月

日
付
の

福
沢
諭
吉
か
ら
の
書
簡
で

す
。

　
来
日
し
た
米
国
の
ボ
ス

ト
ン
ヘ
ラ
ル
ド
新
聞
社
主

と
記
者
１
名
が
、
福
沢
に

面
会
を
求
め
て
き
た
の

で
、

月
２
日
の
午
後
５

時
半
に
自
邸
に
招
き
５
、

６
人
の
友
人
を
会
し
一
席

設
け
る
に
あ
た
り
、
随
分

面
白
き
談
話
も
聞
け
る
か

と
思
う
と
い
う
意
を
添
え

て
栄
一
を
招
待
し
た
も
の

で
す
。

　
福
沢
諭
吉
（
１
８
３
４

―
１
９
０
１
）
は
、
明
治

時
代
の
啓
蒙
思
想
家
で
、

慶
應
義
塾
の
創
立
者
で

す
。
豊
前
国
中
津
藩
士
福

沢
百
助
の
末
男
と
し
て
大

坂
堂
島
の
中
津
藩
蔵
屋
敷

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
１
８

５
４
（
安
政
元
）
年
、
長

崎
に
出
て
蘭
学
を
学
び
、

翌
年
、
大
坂
の
緒
方
洪
庵

の
適
々
斎
塾
に
入
り
、
短

期
間
の
う
ち
に
塾
頭
に
な

っ
て
い
ま
す
。

（
安
政

５
）
年
、
藩
命
に
よ
り
江

戸
に
出
て
、
築
地
鉄
砲
洲

の
中
屋
敷
内
に
蘭
学
塾
を

開
設
し
ま
す
。
し
か
し
、

翌
年
、
横
浜
で
の
見
聞
に

て
蘭
学
が
も
は
や
役
立
た

な
い
と
感
じ
、
自
ら
は
英

学
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

（
万
延
元
）
年
、
日

米
修
好
通
商
条
約
批
准
交

換
の
た
め
の
幕
府
の
遣
米

使
節
団
に
自
ら
希
望
し
て

随
行
し
て
い
ま
す
。
帰
国

後
、
幕
府
の
外
国
方
に
勤

め
、
外
交
文
書
の
翻
訳
に

従
事
し
、
塾
の
教
育
を
英

学
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
幕
府
遣
欧
使
節

に
参
加
し
、
各
国
の
視
察

な
ら
び
に
原
書
講
読
に
努

め
、

（
元
治
元
）
年
に

は
、
幕
臣
と
な
り
、
外
国

奉
行
翻
訳
方
を
務
め
ま

す
。

（
慶

応
３
）
年
に

は
、
幕
府
軍

艦
受
取
委
員

の
一
行
と
し

て
渡
米
し
た

り
し
ま
し

た
。

　
維
新
後
、
福
沢
は
新
政

府
か
ら
の
出
仕
命
令
を
固

辞
し
、
生
涯
官
職
に
就
か

ず
、位
階
勲
等
も
受
け
ず
、

む
し
ろ
平
民
と
し
て
塾
に

力
を
注
い
で
い
き
ま
し

た
。

（
明
治

）
年
以

降
、
東
京
府
会
議
員
、
東

京
学
士
会
院
の
初
代
会
長

を
務
め
た
ほ
か
、
社
交
倶

楽
部
の
交
詢
社
を
結
成

し
、

（
明
治

）
年
に

は
「
時
事
新
報
」
を
創
刊

し
て
論
陣
を
は
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

　
栄
一
と
福
沢
の
初
対
面

は
、栄
一
が
明
治
政
府
の

役
人
時
代
で
し
た
。改
正

掛
の
事
業
の
一
環
で
、主

と
し
て
度
量
衡
改
正
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
に
訪
ね

た
時
で
、福
沢
は
初
対
面

の
栄
一
に
向
っ
て
自
作
の

『
世
界
国
づ
く
し
』や『
西

洋
事
情
』を
取
り
出
し
、種

々
教
示
し
た
よ
う
で
す

が
、栄
一
は
、一
風
変
っ
た

人
と
い
う
印
象
を
そ
の
時

か
ら
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
栄
一
が
実
業

界
に
身
を
投
じ
て
か
ら

は
、
慶
應
義
塾
出
身
者
と

面
会
し
、
そ
の
人
々
か
ら

福
沢
と
い
う
人
は
、
独
立

自
尊
を
唱
え
る
人
、
商
工

業
を
重
ん
ず
る
人
と
い
っ

た
こ
と
を
聞
き
知
り
、
福

沢
に
つ
い
て
実
に
生
き
た

学
者
で
あ
っ
て
、
空
漠
な

意
見
を
持
つ
人
で
な
い
と

理
解
し
て
い
ま
す
。
極
力

商
工
業
・
実
業
界
の
活
動

を
主
張
し
、
実
業
界
の
人

は
、
政
治
界
の
人
と
区
別

す
べ
き
で
な
い
、
少
く
と

も
両
者
は
同
じ
列
に
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
言
っ
た
福
沢

の
考
え
は
、
栄
一
の
主
義

と
同
じ
く
す
る
も
の
で
し

た
。
た
だ
、
唯
一
２
人
の

間
で
、
学
問
の
素
地
が
異

な
る
と
こ
ろ
か
ら
来
る
も

の
と
思
い
ま
す
が
、
忠
孝

に
対
す
る
観
念
が
相
違

し
、
栄
一
は
推
服
出
来
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

◆
井
上
　
潤
（
渋
沢
史
料

館
　
館
長
）
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中
小
企
業
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
市
区
町

村
や
民
間
の
創
業
支
援
事
業
者
が
支
援

し
て
い
る
「
創
業
者
事
例
集
～
想
う
・

繋
げ
る
・
実
現
す
る
～
」を
公
開
し
た
。

商
工
会
議
所
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
相

談
窓
口
や
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
、
各
種
補
助
金
な

ど
の
創
業
支
援
策
を
有
効
に
活
用
し
た
全
国
の


事
例
を
掲
載
。
昨
年
１
月
の
産
業
競
争
力
法

施
行
以
降
、
各
地
で
活
発
化
し
て
い
る
創
業
の

取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
。

詳
細
は
、http://www.chusho.meti.go.jp/ke

iei/chiiki/2015/151201jirei.htm

を
参
照
。

　
厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
、
今
年
新

設
し
た
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
活
躍

推
進
企
業
表
彰
」
の
受
賞
企
業

社
を

決
定
、
公
表
し
た
。
最
優
良
賞
は
、
株

式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
（
東
京
都
千

代
田
区
）
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ
ー
ト
フ

ル
（
群
馬
県
高
崎
市
）
の
２
社
が
選
ば
れ
て
い

る
。
１
月

日
に
は
東
京
・
新
宿
で
「
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
が
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
受
賞
企
業
の
取
り

組
み
事
例
な
ど
を
紹
介
す
る
。

詳
細
は
、http://www.mhlw.go.jp/stf/houdo

u/0000107222.html

を
参
照
。

　
国
連
生
物
多
様
性
の

年
日
本
委
員

会
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｂ
－
Ｊ
）
は
こ
の
ほ
ど
、

「
生
物
多
様
性
ア
ク
シ
ョ
ン
大
賞
２
０

１
５
」
を
決
定
し
た
。
同
賞
は
、
生
物

多
様
性
の
保
全
な
ど
に
関
す
る
優
れ
た

取
り
組
み
を
行
う
団
体
・
個
人
を
表
彰
す
る
も

の
。
大
賞
に
は
「
竹
を
食
べ
て
放
置
竹
林
を
な

　
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易

振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
は

こ
の
ほ
ど
、
２
０
１
５
年
度

の
「
米
国
・
カ
ナ
ダ
進
出
日

系
企
業
実
態
調
査
（
調
査
時

期

９
～

月
、
米
国
は
製

造
業
の
み
対
象
）
」
と
「
ロ

シ
ア
進
出
日
系
企
業
実
態
調

査
（
調
査
時
期


～


月
）」の
結
果
を
発
表
し
た
。

進
出
日
系
企
業
の
営
業
利
益

は
米
国

・
４
％
、
カ
ナ
ダ


・
０
％
、
ロ
シ
ア
は

・

５
％
が
黒
字
を
見
込
む
。
今

後
１
～
２
年
の
事
業
展
開
の

方
向
性
に
つ
い
て
「
拡
大
」

と
回
答
し
た
企
業
は
米
国


・
７
％
、カ
ナ
ダ

・
５
％
、

ロ
シ
ア

・
６
％
と
な
っ
て

い
る
。

　
米
国
進
出
企
業
の
コ
ス
ト

上
昇
要
因
と
な
る
経
営
上
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
「
賃
金

の
上
昇
」「
労
働
者
の
確
保
」

「
医
療
保
険
の
負
担
増
」が
上

位
３
項
目
。
カ
ナ
ダ
進
出
企

業
か
ら
は
「
カ
ナ
ダ
ド
ル
／

米
ド
ル
為
替
リ
ス
ク
」「
賃

金
の
上
昇
」の
順
で
回
答
が

多
か
っ
た
。
ま
た
、
ロ
シ
ア

で
は
、「
不
安
定
な
為
替
」
と

の
指
摘
が
最
も
多
か
っ
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
は
、
米

加
進
出
企
業
の
う
ち
、
米
の

４
割
超
、
カ
ナ
ダ
で
も
３
割

超
が
「
利
用
を
検
討
中
」
と

回
答
す
る
な
ど
、
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
発
効
後
に
期

待
す
る
分
野
に
つ
い
て
は
、

「
税
関
当
局
お
よ
び
貿
易
円

滑
化
」
「
物
品
市
場
ア
ク
セ

ス
」
を
挙
げ
る
声
が
多
い
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

詳
細
は
、https://www.jet

ro.go.jp/

を
参
照
。

　
内
閣
官
房（
内
閣
府
）、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成

年
度
の
新
規
大
学
卒

業
予
定
者
な
ど
の
就
職
・
採
用
活
動
開
始
時
期
変
更
に
伴
う
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、全
国
の
経
済
団
体
、業
界
団
体
に

対
し
て
加
盟
企
業
に
周
知
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
学
生
が
学
業
と
就
職
活
動
を
両
立
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
な
ど
が
狙
い
。日
本
経
済
団
体
連
合
会（
経
団
連
）が
示
し
た
指
針
を
ベ
ー
ス
に
企
業
な
ど
に
協
力
を
求
め
て
い
る
。

　
大
学
生
な
ど
の
就
職
採

用
活
動
時
期
に
つ
い
て
は
、今
年
度
卒
業
・
修
了
予

定
者
か
ら
、
広
報
活
動
開
始
時
期
と
採
用
選
考
活
動

開
始
時
期
を
後
ろ
倒
し
。
広
報
活
動
が
３
月
１
日
以

降
に
変
更
と
な
っ
た
点
に

つ
い
て
は
評
価
が
高
か
っ

た
一
方
、
採
用
選
考
活
動

を
８
月
か
ら
に
し
た
こ
と

に
関
し
て
は
、「
学
生
の
就

職
活
動
が
長
期
化
し
た
」

「
中
堅
・
中
小
企
業
な
ど
で

内
々
定
の
辞
退
が
多
く
あ

っ
た
」
な
ど
の
課
題
が
多

く
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
、
経
団
連
、

日
本
商
工
会
議
所
な
ど

は
、
関
係
４
府
省
、
大
学

側
と
時
期
の
再
見
直
し
な

ど
に
つ
い
て
検
討
。
来
年

度
卒
業
予
定
者
の
採
用
選

考
活
動
開
始
を
２
カ
月
前

倒
し
し
、
平
成

年
６
月

１
日
以
降
に
変
更
す
る
こ

と
で
一
致
し
た
。

　
今
回
の
要
請
内
容
は
、

変
更
し
た
日
程
の
遵
守
の

ほ
か
、
授
業
、
試
験
、
留

学
、
教
育
実
習
な
ど
、
学

生
の
学
修
や
学
事
日
程
に

十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
、

留
学
生
に
不
利
と
な
ら
な

い
よ
う
な
配
慮
、
公
平
・

公
正
で
透
明
な
採
用
の
徹

底
、
成
績
証
明
の
活
用
、

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
配
慮
な

ど
。
土
日
祝
日
や
夕
方
の

時
間
帯
な
ど
の
活
用
な
ど

の
工
夫
も
求
め
て
い
る
ほ

か
、
留
学
が
就
職
に
不
利

と
な
る
と
い
う
誤
解
を
与

え
な
い
よ
う
な
採
用
活
動

も
要
請
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
オ

ワ
ハ
ラ
」
な
ど
職
業
選
択

の
自
由
を
妨
げ
る
行
為
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
称

し
た
広
報
・
採
用
選
考
活

動
な
ど
の
禁
止
事
項
も
例

示
。
学
生
が
学
業
に
専
念

し
、
多
様
な
経
験
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
。

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
は
こ
の
ほ
ど
、


月
の
訪
日
外
客
数
（
推

計
値
）
が
、
前
年
同
月
比


・
０
％
増
の
１
６
４
万

８
千
人
で
、
こ
れ
ま
で


月
と
し
て
過
去
最
高
だ
っ

た
２
０
１
４
年
を

万
人

上
回
っ
た
と
発
表
し
た
。

今
年
の
訪
日
外
客
数
の
累

計
（

年
１
～

月
）
は

約
１
７
９
６
万
人
で
、
過

去
最
高
の
訪
日
客
数
だ
っ

た
昨
年
の
同
時
期
が
約
１

１
６
８
万
人
。
昨
年
の
記

録
を

・
５
％
も
上
回
る

ペ
ー
ス
で
伸
び
て
お
り
、

年
間
ト
ー
タ
ル
で
２
０
０

０
万
人
に
迫
る
勢
い
だ
。

　
市
場
別
で
は
、
ロ
シ
ア

を
除
く

市
場
で

月
と

し
て
の
過
去
最
高
を
更

新
。

月
ま
で
の
累
計
で

は
、タ
イ（

・
７
万
人
）、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（

・
２

万
人
）、マ
レ
ー
シ
ア（

・

５
万
人
）、イ
ン
ド（
９
・
７

万
人
）、豪
州（

・
７
万

人
）、米
国（

・
３
万
人
）、

英
国（

・
９
万
人
）、ド
イ

ツ（

・
２
万
人
）が
昨
年

の
年
計
を
上
回
っ
た
。

　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
訪
日

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果

と
と
も
に
、
「
円
安
基
調

の
継
続
、
消
費
税
免
税
制

度
の
拡
充
に
よ
る
買
い
物

需
要
、航
空
路
線
の
拡
大
、

燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
値

下
が
り
な
ど
の
好
条
件
が

相
ま
っ
て
増
加
に
つ
な
が

っ
た
」と
分
析
し
て
い
る
。

　
内
閣
府
は
こ
の
ほ
ど
、

国
際
経
済
の
動
向
と
見
通

し
を
示
し
た
レ
ポ
ー
ト

「
世
界
経
済
の
潮
流
２
０

１
５
Ⅱ
」
を
発
表
し
た
。

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
世
界
経

済
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

「
米
国
経
済
の
回
復
、
ユ

ー
ロ
圏
経
済
の
緩
や
か
な

回
復
な
ど
に
よ
り
、
世
界

経
済
は
緩
や
か
な
回
復
が

続
く
」
と
す
る
メ
イ
ン
シ

ナ
リ
オ
を
提
示
。
ま
た
、

今
後
の
主
要
リ
ス
ク
と
し

て
、
「
米
国
の
金
融
政
策

正
常
化
の
影
響
」
「
中
国

経
済
の
減
速
や
資
源
価
格

の
低
迷
な
ど
に
よ
る
新
興

国
、
資
源
国
経
済
の
先
行

き
」
「
中
東
情
勢
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
の
地
政

学
的
リ
ス
ク
」
の
３
点
を

指
摘
し
て
い
る
。

　
米
国
の
金
融
正
常
化
の

影
響
に
つ
い
て
は
、
新
興

国
か
ら
の
大
規
模
な
資
金

流
出
な
ど
、
国
際
金
融
市

場
が
大
き
く
変
動
し
、
実

体
経
済
に
も
影
響
を
与
え

る
リ
ス
ク
を
指
摘
。
中
国

経
済
が
安
定
的
な
成
長
へ

の
移
行
を
実
現
で
き
ず
大

幅
に
減
速
す
る
リ
ス
ク
も

示
し
た
。

　
ま
た
、
テ
ロ
・
難
民
な

ど
に
よ
る
経
済
的
影
響
の

拡
大
の
可
能
性
に
つ
い
て

も
言
及
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
へ
の

経
済
制
裁
が
続
く
こ
と
に

よ
り
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
景
気
が
一
層
悪
化

す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
懸

念
し
て
い
る
。

　
観
光
庁
は
こ
の
ほ
ど
、

「
観
光
地
経
営
」
の
視
点

に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く

り
の
舵
取
り
役
を
担
う
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
登
録
申
請

受
付
を
開
始
し
た
。
専
用

サ
イ
ト
を
開
設
し
、
申
請

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
対
象
は
、
「
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
を
中
心
と
し
て
観
光

地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
の
多
様
な
関
係

者
の
合
意
形
成
」
「
各
種

デ
ー
タ
の
継
続
的
な
収
集

・
分
析
、
デ
ー
タ
に
基
づ

く
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に

基
づ
い
た
戦
略
の
策
定
、

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
・
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
」

「
関
係
者
が
実
施
す
る
観

光
関
連
事
業
と
戦
略
の
整

合
性
に
関
す
る
調
整
・
仕

組
み
作
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
」
な
ど
を
地
方
公
共

団
体
と
連
携
し
て
観
光
地

域
づ
く
り
を
担
う
法
人
。

登
録
が
認
め
ら
れ
る
と
、

新
型
交
付
金
に
よ
る
支
援

対
象
と
な
る
こ
と
に
加

え
、
観
光
庁
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
省
庁
で
構
成
す

る
「
連
携
支
援
チ
ー
ム
」

を
通
じ
た
重
点
的
支
援
を

受
け
ら
れ
る
候
補
地
と
な

る
。

　
経
済
産
業
省
と
東
京
証

券
取
引
所
は
、
中
長
期
的

な
企
業
価
値
の
向
上
や
競

争
力
の
強
化
と
い
っ
た
視

点
か
ら
経
営
革
新
、
収
益

水
準
・
生
産
性
の
向
上
を

も
た
ら
す
積
極
的
な
Ｉ
Ｔ

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る

企
業
を
「
攻
め
の
Ｉ
Ｔ
経

営
銘
柄
２
０
１
６
」
と
し

て
選
定
す
る
。
昨
年
５
月

に
初
め
て

社
を
選
ん
で

お
り
、
今
年
も
選
定
企
業

と
主
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
投
資
家
な
ど
に
公
開

す
る
。

　
経
産
省
で
は
、
「
攻
め

の
Ｉ
Ｔ
経
営
」
の
推
進
に

あ
た
り
、
「
攻
め
の
Ｉ
Ｔ

／
Ｉ
Ｒ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
仮
称
）
」
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
各
企
業
が
統

合
報
告
書
や
投
資
家
な
ど

と
の
対
話
の
中
で
開
示
す

る
内
容
に
反
映
す
る
こ
と

を
推
奨
。
Ｉ
Ｔ
活
用
に
関

す
る
情
報
発
信
を
す
る
際

の
参
考
に
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
理
解
や
取
り
組
み

の
さ
ら
な
る
促
進
を
目
指

し
て
い
る
。

　
本
書
で
は
地
域
の「
食
」

を
基
盤
に
、
風
景
、
食
べ

方
、
学
校
給
食
、
消
費
者

と
の
接
点
を
重
視
し
な
が

ら
、
人
材
を
育
て
、
経
済

を
回
し
、
活
性
化
に
成
功

し
て
い
る
事
例
を
紹
介
。

ま
ち
づ
く
り
担
当
者
に
オ

ス
ス
メ
の
一
冊
。

　
新
書
版
／
２
３
２
頁
／

税
込
８
６
４
円
／
角
川
新

書　
本
書
は
、
前
中
小
企
業

庁
長
官
で
あ
る
著
者
が
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
現
状
や
、
中
小
企
業

政
策
を
分
か
り
や
す
く
解

説
。
支
援
策
の
理
念
と
狙

い
が
理
解
で
き
る
一
冊
。

　
四
六
判
／
北
川
慎
介
著

／
１
７
９
頁
／
税
込
１
６

２
０
円
／
同
友
館




